
創作作品番号２１１番『気仙大工左官伝承館の歌』 

① 創作年月日      ２０１２年３月１１日創作 

② 作詩作曲        作詩 村嶋由紀子 作曲 檀 美知生 

              ピアノ編曲 山下 和子 

③ 歌詞 気仙大工左官伝承館の歌 

１ 朝もやの向こうに 

 きらめく広田湾 

 はるか地平のいにしえより 

 受け継がれし気仙匠の技 

 津波はうねり 

 街並み変わるとも 

 耐えて揺るがず ここに立つ 

 ああ、街の誇り 気仙大工左官伝承館 

 

２ 碧き空に映える 

 みちのくの箱根山 

 はるか高みの山の路を 

 のぼりつめし気仙匠の技 

 きびしき暮らしに 

 のみとつちの音 

 たゆまず絶やさず ここに立つ 

 ああ、文化の誇り 気仙大工左官伝承館 

 

３ 夕映えにの向こうに 

 思い出の松原よ 

 はるか記憶に刻みつけ 

 忘れはしまい気仙匠の技 

 眼下に広がる 

 街並みよみがえれ 

 復興誓いて ここに立つ 

   ああ、希望の灯り 気仙大工左官伝承館 

 ああ、希望の灯り 気仙大工左官伝承館 

③ 公演初演  ２０１２年 ５月１５日（日） 

        陸前高田 気仙大工左官伝承館 


